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1. 目的

遠洋まぐろ延縄漁業は、①食料の供給、②雇用機会の提供、③関連産業を含めた地域経済

への貢献、④太平洋島l興国等への入漁を通じた漁業協力による国際的貢献といった社会的役

割を担っている。他方、その経営は、水産物消費の減退、燃油価格の高止まり、漁業資材費や

漁船建造費の高騰などによる経営コストの増大により極めて厳しい状況にあり、使用漁船の高

船齢化が進んでいる中、このままでは産業として継続することが極めて困難な状況にある。本漁

業が衰退すれば、まぐろの供給に多大な支障が生じるほか、市場関係者や流通加工業者を始

めとする関連産業に大きな影響を及ぼし、結果として地域経済全体の衰退を引き起こすことと

なる。

加えて、オゾン層破壊が問題になったことから、平成22年 1月より新造船の冷凍装置には、

従前の冷媒が使用することがで、きなくなった。このため、代替冷媒の検討が緊急の課題となっ

ている。 （ 
また、消費に関しては、「魚の方が肉よりも体に良い」等のアンケート結果もあるが、「調理が

面倒」、「骨・皮等、食べるのが面倒」など、魚の調理・食べ方が難しい為“魚離れ”が激しい状

況である。一般食材としては、冷凍まぐろは「解凍硬直（チヂレ）」「ドリップ」など解凍が難しく、

失敗した事により「おいしくないJ冷凍食材として敬遠され、もっぱら解凍されたまぐろが、量販

店等で、パック販売されている状況である。

こうした情勢に対処するため、遠洋まぐろ延縄漁業改革プロジェクト全体計画書（以下、「全

体計画Jという。）に基づき、一般向けに解凍が容易な食材を提供できる様、工夫した冷凍まぐ

ろを供給し、まぐろの消費拡大に努めるとともに、次世代型冷凍システムの搭載・超低燃費型

船底防汚塗料などを採用し、省エネ操業・環境問題にも配慮し、厳しい社会情勢・経済情勢

においても経営が維持できる産業の確立を目指す。

2.遠洋まぐろ延縄漁業の概要

(1）漁業の概要

遠洋まぐろ延縄漁業は、総トン数 120トン以上の漁船により浮き延縄漁具を使用してマグ、

ロ等を漁獲する漁業であり、国民に刺身用冷凍まぐろを供給する重要な役割を担っている。

加えて、雇用機会の提供、関連産業を含めた地域経済への貢献、太平洋島i興国等への入

漁を通じた漁業協力による国際的貢献と言った点が本漁業の社会的役割として挙げられ

る。

遠洋まぐろ延縄漁船の隻数は、国際規制の強化、漁獲量の低迷や燃油費等の経営コス

トの増大による経営状況の悪化により減少の一途を辿り、昭和46年に997隻とピークで、あっ

たが、H25年現在 275隻とピーク時の 113以下となっている。また、従来は 10年～15年で

代船建造が行われていたものの、近年の平均船齢は高齢化しており、 H25年 7月現在で

18.4年となっている（図 I)。
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図 1：遠洋まぐろ延縄漁船の船齢分布
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地域漁業管理機関における資源管理の強化、釣獲率の低下、資源ナショナリズ、ムの高ま

りによる海外漁場の縮小、景気低迷による国内消費の減退と輸入水産物との競合等による

魚価の低迷、燃油や神、具等資材費の高騰など経営環境は厳しさを増している中、労務費に

ついては平均 22～23人の船員のうち 15～16人を外国人とすることで平成 23年では平成

12年の3/4に抑える等、漁業者の経営努力によりコスト削減に向けた取り組みが行われてき

た。しかしながら、近年の燃油高騰により燃油費が2倍となっており、これらコスト削減の努力

を無にしている（図 2）。
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千円／日 図2：水揚げ金額と支出の推移（1日当たり）

平成12年平成13年平成14年平成15年平成16年平成17年平成18年平成19年平成20年平成21年平成22年平成23年

・・・燃油費 ・・・餌料費 ・・・労務費 ・・・その他経費 ・・・水揚金額

日；かっ漁協「かつお・まくeろt魚、業収支状況調査」
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(2）まぐろの評イ西

まぐろの品質は、大まかには魚種・釣獲梅域・時期よって異なるが、さらに魚種ごとに①脂質、

②身色、③身質、④血栓、⑤打ち身、⑥身焼け（身肉の変質）、⑦身割れの有無等、多岐にわ

たる。冷凍まぐろが最初に品質の評価受けるのは、出刃選別（冷凍まぐろに出刃包丁を試に刺

し選別する事）（写真①）による脂乗りと色目（身肉の色合い）である。次に尾切り選見IJ(写真②）

品、う手法により、脂乗り、色目と釣獲時の生死を判断する。これは、まぐろの尾びれから 4～5

番目付近を薄く切りだし切片を、すばやく解凍することによって品質を評価する手法で、ある。こ

の時、一番重要な評価変形度合いは解凍硬直（チヂレ）と呼ばれ、解凍時に発生する死後硬

直であり釣獲時に活きていたまぐろの証で、あると同時に凍結が短時間で、行われたこと示す。

下写真に示すように変形度合いの大きいまぐろが高い評価受け、価格が高くなる。

出刃選別（写真①） 尾切り選別（写真②）

解凍直後のまぐろの切片 解凍30分後のまぐろの切片（変形したものがチヂレ）

しカル、このように解凍硬直が発生してしまうと、身肉からドリッフ。を大量に流れ出し、変形し、ご

りごりとした固い食感となる。この様な身質に一旦変化してしまうと、決して本来の柔らかな身質

に戻ることが無い。

このことから、平成20、21年度に海洋水産システム協会の補助事業として「ブランド・ニッポン」

漁獲物生産システム開発事業のうちのf漁獲物の解凍硬直防止技術の開発jが行われ、その

結果、解凍過程で一時的に昇温する事で解凍硬直の一部を防止出来る可能性が示唆された

が、その後の事例が続かなかった。

このように、これまで高価かっ高品質のまぐろを解凍するには、まだまだ職人やプロの判断・

技術に頼らざるを得ない。一般向けとしては、「解凍硬直（チヂレ）によって解凍時にドリップが

流れだし、変形し身が固くなる」なる為、低評価となる。この解凍硬直の問題（＝簡単に解凍で

きる食材）を解決し、一般向けに販売しやすい食材として、高評価を得られるようになれば、魚
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きい。

価が UPする要因になるために解凍硬直の発生しない冷凍まぐろの生産を試みる意味はおお

(3）冷媒問題

現在まぐろ延縄漁船で、使用されているフロンガスは、全てR22という HCFC冷媒である。

オゾン層破壊が問題となったことから、 1987年の国際会議において「オゾン層を破壊する

物質に関するモントリオール議定書」が採択され、全地球的な生産削減が行われている。

CFC冷媒については 1995年にすでに全廃となり、 R22を含むHCFC冷媒についても 2010

年から新規設備に使用することが禁止されている。

かかる状況を受け、代替冷媒の検討が緊急の課題となっている。

代替冷媒の一つにR404AというHFC冷媒はオゾン層を破壊しないが地球温暖化防止の観

点、から排出抑制がみこまれ、同じ冷凍能力を得るためにR22よりも消費電力が20～30%多く

必要となることから、これまで、以上の省エネ対策が必要となっている。

もう一つの代替冷媒で、あるアンモニアは、自然冷媒で、あることからオゾン破壊係数はゼロで、

あり、消費電力も R22より必要とせず、価格も安価であるが、冷媒の特性上から単独使用で

まぐろの凍結に必要とされる温度（－55°C）を達成することは難しいとされる。

他方、陸上のまぐろ専用冷蔵庫や超低温保冷コンテナーにおいては、 10数年前から省

エネを目的としてR23とアンモニア等の2種類の冷媒と2種類の冷凍機を組み合わせた二

元冷凍システムが普及している。本計画では、このシステムをまぐろ延縄魚船用に最適設計

する。

図3：二元冷凍システムの構造図

a
g
…曾

・フノレオロカーボン ：炭化水素の水素を一部フッ素に置き換えた有機化合物
の総称。

・CFC（クロロフルオロカーボン）：炭素・フッ素・塩素のみからなる。
オゾン層破壊が大きいことから 1995年に生産全廃0

・HCFC（ハイト’ロクロロフルオロカーホツ） ：オゾン層破壊係数はCFCより小さいが2020年で生産全
廃予定0

・HFC（ハイドロフノレオロカーボン） : CFC,HCFCの代替冷媒でオゾン破壊係数はゼロである
が、温暖化係数はHCFCより大きしものがあり、今後は排
出が抑制される方向になりつつある。
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(4）いちき串木野市の概要

いちき串木野市は、薩摩半島の北西部、東シナ海に面し、日本三大砂丘の一つである吹

上浜の北端に位置している。人口は約3万 l千人、面積は 112.04 kn1である。

いちき串木野の漁民は開拓魂が旺盛で、沿岸から沖合へ、そして近海から遠洋へと魚を

追って未知の漁場に挑み続け、幾多の逆境をパネに全国屈指の遠洋まぐろ船団に発展さ

せてきており、現在では船籍数 44隻と日本一の勢力を誇る遠洋まく守ろ漁船の基地となって

し可る。

市も遠洋まぐろ延縄漁業を基幹産業のーっと位置付けており、まぐろ漁業母港基地化

推進協議会を設置して本市に籍を置くまぐろ漁船や、それに物資を運ぶ運搬船が串木

野港で餌料・物資を積み込むことなどに対し助成するとともに、後継者育成のために漁

業後継者協議会を設置して海技資格取得講習開催や水産高校新卒者の求人活動を

行うなど、本漁業の振興・発展に取り組んでいるところである。また、鹿児島まぐろ船主

協会との共催で「串木野まくやろフェスティパノレ」を開催し、来場者にまぐろ寿司を振る舞

ったり、冷凍まぐろをその場で解体し販売するなど、まぐろに触れて・見て・食べてもらい、

遠洋まぐろ延縄漁業や漁獲した国産・天然の冷凍まぐろに興味や関心を持ってもらうよ

うに、情報を積極的に発信しているところである。

他方、漁船の冷凍技術の発達やそれに伴う大型化、また冷凍まぐろ専用水揚げ場や大

規模の超低温冷蔵施設がないことから、串木野港で、の水揚げが行われなくなってきた。現

在、漁獲物の大半が大消費地近郊の三崎港、清水港、焼津港に水揚げされている。このた

め、遠洋まぐろ漁船の一大基地であるにも関わらず、鹿児島県内の冷凍マグ、ロの流通・消費

は低迷しているのが現状である。

そこで、昨年（平成24年）12月に鹿児島まぐろ船主協会がまぐろフォーラムを行い、串木

野での水揚げ・加工流通・漁船の整備から積込・出港までを串木野で行い、かつての港町

串木野を取り戻すことを目的として、「薩州串木野まぐろフ。ロジェクト」を立ち上げ串木野まぐ

ろのブランド、化や母港基地化を官民一体となって推し進めているところである。
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3.計画内容

(1）参加者名簿

①遠洋まぐろはえ縄漁業プロジェクト協議会

分 野別 所属機関名 千生 耳哉 氏 名

農林中央金庫 事業再生部長 八島弘樹

金融機関

日本政策金融公庫農林水産事業本部 営業推進部副部長 コ村嘉宏

学識経験者 東京海洋大学 教授 婁小波

全国水産加工業協同組合連合会 常務理事 杉浦正悟

（ 
全国遠洋沖合漁業信用基金協会 専務理事 橋本明彦

漁業団体等

日本鰹鮪漁船保険組合 専務理事 梅川武

日本かつお・まぐろ漁業協同組合 代表理事組合長 山下潤

c-
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(2）改革のコンセプト

1）生産に関する事項

①漁獲物の品質向上の取組み

ア）初期冷却中の品質向上【全体計画3の（1）の②の（コ）｝

一般向け食材として主に販売される「中型めばち」並びに地元九州地区で人気

の「きはだ」は、解凍後の扱い易さを重要視するために「解凍硬直（チヂレ）Jが発

生しないまぐろの要望が強い。これに応えるためには、死後硬直を凍結前に終わ

らせることが有効な手段となる。

一方、死後硬直を完了させるまで、まぐろを凍結しないということは、鮮度・品質

の面から考えると、長時間“生”のままで保つ為、鮮度が落ち・身質も劣化する為、

冷凍まぐろの“良さ（釣獲後すぐに凍結する＝鮮度が良い）”が生かされない。この

問題を解決する為に、初期冷却を行い、身質の劣化を防止する。但し、初期冷却 （ 
だけでは「品質の向上Jまでは望めない。

初期冷却中の魚体の品質を向上させる為に、「身色の向上」・「脂質の保持Jを

行う方法を検討した。「身色の向上Jには、まぐろ筋肉中のミオグロビンの酸化（メト

化）を抑えることが重要となる。まぐろ筋肉中のミオグロビンの酸化（メト化）は、温度

帯であれば－3～－10℃付近、酸素分圧は 3.3～4.001m叶lg付近に酸化速度が速

い領域があることが知られている。「脂質の保持」は、脂質を酸化させないことで、

“旨味・香り”ともに保つことが可能となる。

ここで共通しているのは、「酸化」という問題である。この酸化を抑える為に、窒

素ナノバブルを使用し、初期冷却海水中の酸素を窒素ガスで置換し、海水中の

酸素を減少させた「低 DO冷海水」を使用することにより、まぐろ筋肉中のミオグロ

ビンの酸化を抑え、脂質の酸化を低減させることで、高品質まぐろの製造が可能と

なる。

:DO (D附 l叫 Oxygerか溶存酸素量） （ 
「中型めばち・きはだ」を低 DO冷海水で初期冷却を行う事により、解凍硬直（チ

ヂレ）の発生しにくい高品質製品として、付加価値向上（中型めばち30円/kg・きは

だ50円/kg）を図る。さらに「大型めばち」に関しても、販売時に高品質製品が認め

られるかどうか、試験的に漁獲の一部を高品質製品として製造し販売を試み、将

来の流通販売促進に向けチャレンジします。

イ）まぐろの処理を“迅速”且つ“丁寧”に行い品質向上。

【全体計画3の（1）の②の（イ）（キ）］

まぐろに電気ショックを与え、暴れて内出血が発生しないように仮死状態で釣り

上げる。船上では、硬い甲板上に接触させることなく解体等の処理を行う為、低反

発マット上で、解体・脱血作業を行う。解体は細心の配慮を持って丁寧に行う事とし、

九心臓近く’と‘尾部’の太い血管を切断し脱血を促すことはもとより、包丁の取り扱
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（ 

いにも配慮し、開腹長・深さに特に注意し、腹部等身割れを防止する。

上記事項に配慮するし“丁寧”に扱う事、並びに上記の作業を“迅速”に行う事

により、総合的な品質向上に取組み、漁獲物全ての品質向上を目指す。

ウ）凍結室・マホーピン魚鎗の採用による品質維持・良質品割合の増加

【全体計画3の（1)の②の（コ）】

ア・イ）の高品質な製品を従来よりも高度に管理された、風量自動調整凍結室

並びにマホーピ、ン魚蛤（超低温クーラーにて全周囲から魚倉内温度を冷やし込み、

温度を均一化することにより、製品の乾燥＝焼けを防ぐ）で管理・保管することによ

り、高品質な製品をそのまま維持・保存することにより事故品（焼け）を無くし、製品

の良品割合を増やし、水揚げ高の底上げを目指す。

②超低燃費型遠洋まぐろ延縄漁船の導入【全体計画3の（I）の①の（ア）（オ）（カ）】

「超低燃費の実現」を目指した次世代型省エネ漁船を建造し、大幅な燃費削減

と労働負荷・ランニングコスト軽減を図り、遠洋まぐろ延縄漁業の存続を目指す。

ア）次世代型冷凍システムの搭載

次世代型冷凍システム（二元冷凍＋マホービ、ン型魚蛤）を採用し、従来型魚

倉に比べ約 5%の燃費削減を図るとともに、HFC冷媒使用量を 1/20まで削減

することで初期充填量並びに冷媒充填費の軽減及び環境負荷の軽減を図る。

イ）低燃費型船底塗料の導入

まぐろ業界初の最新型超低燃費船底防汚塗料を採用して、驚異的な燃費低

減を目指す。

ウ）省エネ型新船の建造

SGプロペラ装備・LED照明・魚蛤防熱構造の増厚化等の省エネ設備を採用

した新船を建造する。

③省エネ運航の徹底【全体計画3の（I）の①の（イ）】

減速運航により燃油消費量の削減を図る。削減を確実に実行するため、船長あ

るいは漁携長が常時燃油消費を確認し指示を出せるよう、操舵室に主機関及び発

電機関の燃油消費量モニターを設置する。

④安全確保【全体計画3の（1)の⑤］

船首船尾に予備浮力を持たせた復元力確保・作業甲板上の波除装置の設置・

滑り止めマット設置等をし、安全性確保を図る。

⑤経済的操業の実現【全体計画3の（1)の③］

船型の大型化により、燃料油槽容積を約10%拡大し、内地の低価格燃料の有効

活用を行う。加えて、次世代型省エネ漁船の新船建造により、燃費効率の改善を

図り、洋上補給量を減らす事、並びに、次世代型冷凍システム（二元冷凍＋マホー

ピン型魚蛤）を採用し冷媒コストを削減する事で、経済的操業の確立を目指す。
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⑥労働環境改善【全体計画3の（1）の④］

ア） 水耕栽培システムを導入し、レタス、小松菜等を栽培し、常時供給することによ

り、長期航海を配慮し、乗組員の健康管理を図る。

イ） 船型の大型化に伴い、 ILO基準を満たす船室の広さ確保・トイレやシャワー増

設・インターネット配線装備を導入し、居住区の快適性や高齢乗組員増加の中で

の長期航海に配慮した環境整備を行う。

ウ） セントラルクーリングシステム・次世代型冷凍システムの導入により、乗組員のメ

ンテナンス作業の労働負荷軽減を図る。

エ） 計画5年固までは人件費を毎年1%ずつ増加させ、乗組員の手当を増やすこと

により後継者の確保を図る。

⑦資源対策［全体計画3の（1)の⑥］

ア） 国際的な資源管理強化対策として、魚蛤容積の縮小、複数オブ、ザーパー乗船 （ 
の為の専用船室を設置する。

イ） 次世代型冷凍システムの導入により、フロン系冷媒の使用量を1120に削減する

とともに地球温暖化係数（GWP）の約 62%削減を図る。

2）販売・流通に関する事項

①漁業者自らによる販売【全体計画3の（2）の①・③］

これまで、主流で、あった「ー船買い」ルートによる商社への販売と並行して、漁業者

自らが、解凍硬直（チヂレ）の発生しない高品質「めばち」と同様の「きはだ」を、「福

ちゃんまぐろ（仮称）」として一般向け並びに地元九州・いちき串木野で販売する事

で、新たな販売ノレートの確保を図るとともに、漁獲物の品質向上の取組みと併せ、

販売単価の向上を目指す。又、生産者情報・漁獲情報等を提供して消費者に安

心・安全を届ける。

②地元地域への貢献｛全体計画3の（2）の④］

地元の小学校を対象に、まぐろ漁業の授業や－60。C冷蔵庫体験、試食等を行い、

基幹産業であるまぐろ延縄漁業への理解や興味を掘り起こす。

マグロフェスティバルや地元の祭りで、のまぐろ販売や、地元加工業者への未利

用部位の研究提供を行う。

③「薩州串木野まぐろフ。ロジェクト」との連携【全体計画3の（3)]

鹿児島まぐろ船主協会を中心に、いちき串木野市や有識者らを交えて「薩州串

木野まぐろプロジェクト」が本年 1月に発足し、地域ブ、ランド化「薩州串木野まぐろ」

や母港基地化の確立を目指し長期計画を策定中である。いちき串木野市を活発

化し、まぐろ延縄漁業並びに関連事業の為にも、先に認定された「遠洋まぐろ延縄

漁業プロジェクト（いちき串木野市）改革計画と協力させて頂きながら、「薩州串木

野まぐろフ。ロジェクトJを応援し、将来的には、地元水揚げを検討する。
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(3）改革の取組内容

大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に 漁獲物の 解凍硬直が発生しにくし、商品 A-1 ・死後硬直終了後の完全凍結による、 ①解凍硬直（チヂレ）の防止 資料4-1

関する 品質向上 の製造 解凍硬直（チヂレ）の防止。 ②まぐろ筋肉中のミオグロビンの酸 資料4-2

事項 －低DO冷海水による初期冷却。 化（メト化）の防止＝身色の向上 資料4・3

③脂質の酸化防止＝身質の向上

上記により計画5年目 資料4-4

中ばち 240千円（30円／kg)

きはだ 1,000千円（50円/kg)

合計 1,250千円の魚価向上。

大ばちの高品質製品も試験的にー

部製造販売を試みる。

まぐろの処理方法による品質 A-2 －電気ショックの採用による仮死状態 －打ち身・血栓・身割れ等の防止によ 資料5

劣化の防止策 による取込み。 る総合的な品質向上。

－低反発マット上で解体・脱血

・身割れ防止（解体方法等のマニュア

ノレ化）

製品の品質劣化の防止と良 A-3 ・風量自動調整凍結室の採用 ①製品の品質劣化の防止 資料6-1

質品割合の増加 A-4 ・マホーピン魚蛤の採用 ②良質品割合の向上 資料ふ2

上記A-2～A-4fこよる将来的な水揚

げ高の底上げ。
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に 超低燃費 燃費問題 B・C 超省エネ新船の建造 超省エネ新船の建造により総合的に 資料7・8

関する 型遠洋ま 17.55%約 12,690千円の燃油代の

事項 ぐろ延縄 削減効果が見込まれる。

漁船の導 冷媒問題と関連する燃費増 B-1 次世代型冷凍システムの搭載。 ① C02排出量換算で、約 60%削減 資料9-1

入 大への対応 （二元冷凍装置＋マホーピン魚蛤） ②燃油消費量を約 5.86%削減 資料9-2

③冷媒補充費を約70%削減

低燃費型船底塗料の導入 B-2 超低燃費型船底防汚塗料の採用。 燃油使用量を約 3.27%削減 資料 10

燃油の高騰及び漁労コスト中 B-3 SGフoロベラの採用。 燃油使用量を約 1.74%削減 資料11

の1β を占める燃油代の圧縮 B-4 魚蛤防熱構造の増厚化。 燃油使用量を約 0.94%削減 資料 12

B-5 LED 照明装置の採用。 燃油使用量を約 0.83%削減 資料 13

B-6 凍結ファンのインバータ制御。 燃油使用量を約 0.64%削減 資料 14

c 省エネ運航の徹底（航海時11.0ノッ 燃油使用量を約 5.74%削減 資料 15

ト＝今10.7ノット・操業時 11.0ノット斗10.5

ノットに減速運航）

安全性の 荒天時は作業中に波浪を受 D ①船体の復元性の強化 作業の安全性確保 資料 16

確保 けるため、転倒・転落事故の ②減揺装置の強化

危険が大きい。 ③作業甲板上の波除装置設置

④放水口面積の拡大

⑤作業台上面に滑り止めマット設

置
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

生産に 経済的操 内地燃料代よりも高い洋上補 E 船型を大型化し燃料油容積を増加さ ①燃料油槽容積を約 10%拡大す 資料 17

関する 業の実現 給の燃油代を削減する。 せる。 る。

事項 超低燃費型装備による燃費効率を改 ②洋上補給料の減少。

善させる。 (330千円／1航海）

高騰する冷媒コストの削減 次世代型冷凍システム（二元冷凍＋マ ③冷媒コストの削減。

ホーピン型魚蛤）を採用する。 (10,701千円120年間）

労働環境 生鮮野菜不足の解消 F-1 生鮮野菜の供給装置の導入。 乗組員の野菜不足を解消し、ストレ 資料 18-1

の改善 スの減少、健康の維持増進。

居住空間の拡大・快適性の増 F-2 ・ILO基準を満たす居住空間の確保。 長期航海における快適性の向上、ス 資料 18-2

進・通信環境の整備。 ・インターネット環境の整備。 トレスの減少。コミュニケーション能 資料 18-3

力の向上。

配管ラインのメンテナンス性の F-3 ①セントラルクーリングシステムの導入 ①配管メンテナンス作業の負担低減。 資料 18-4

向上。 ②冷凍機のユニット化による自動運 ②冷凍機の調整・監視作業の低

冷凍機器監視作業の低減。 転。 減。

収入の増加。 改革5年固まで人件費を毎年1%ずつ －乗組員の収入UP 「収益性の

後継者不足の解消。 増加させる。 ・待遇面の改善による将来的な後継 回復の目

者の確保 標J参照

資源対策 資源対策 G-1 魚蛤容積の縮小 漁獲可能能力を増加させない。 資料 19-1

資源管理・科学的調査の為、 G-2 －オブザーノ〈一室（2室／2名分）の設置 国際的な資源管理の推進 資料 19-2

オフやサゃーハeーの乗船。 －二元冷凍システム採用による環境対策 GWPの62%・冷媒使用量の削減

地球温暖化問題
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大事項 中事項 現状と課題 取組記号・取組内容 見込まれる効果 効果の根拠

流通に 漁業者自 地元で流通・消費は少量であ H-1 ①「福ちゃんまぐろ（仮称）Jとして、 －新たな販売ノレートの確保 資料20

関する らによる販 る。 きはだを、いちき串木野市に陸送 －地元との関係強化 資料21

事項 売 一般消費者向けに解凍しゃ し、地元市場関係者や流通業者 ・一般消費者向けの商品を開発

すいまぐろが少ない。 と連携して鹿児島県内での販売 ・漁獲物に対する消費者の信頼確保

消費者への情報提供が不十 を行う。

分なため、信頼確保が不足 ②解凍しやすいまぐろとして高品質 中ばち240千円（30円／kg)

めばちを一般消費者向けに販 きはだ1,000千円（50円／kg)

H-2 売。 合計 1,250千円の魚価向上。

③生産者情報・漁獲情報を提供す

る。 将来的に地域ブランド「薩州串木野

まぐろ」の一員として参加。

地元への いちき串木野市は、古くから －小学校への出張授業・体験教室・試 地元の基幹産業である鮪延縄漁業 資料22

貢献 漁業の町として栄えてきたが、 食等を行う。 への理解や興味を掘り起こす。

水揚げ・出漁等地元外で行わ ・マグPロフェスティバル等の地元のイ 地元地域への貢献が期待されるもの

れている為、地元地域との関 ベントで販売する。 の、具体的な数値は算定困難。

連が薄い。 －地元特産品の開発協力

「薩州串 いちき串木野市の基幹産業と J 「薩州串木野まぐろプロジェクト」への 将来的に、地元水揚げ・母港基地化 資料23

木野まぐ しての貢献不足。 参画。 を実現。

ろプロシ〉ク

卜」と連携
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(4）取組の費用対効果

①燃油消費量削減に関する取組の効果

燃油消費量削減に関する取組B、Cの実施には、合計で28750千円の導入コストが必要となるが、これ

らの取組によって下表の通り年間 12,690千円の燃油費削減が見込める。そのため、約2.3年で投資資金の

回収が可能である。

表：燃油消費量削減改革案による効果の試算 単位：千円

取組
次世代型

SGプロペラ
省エネ照明装置 凍結ファンの

冷凍システム －魚倉防熱増厚 インバータ制御

a導入コスト 25,000 600 700 

b.取組によるプラス効果 燃泊費削減

c.取組によるマイナス効果 現状と変化無し

純効果（b-c)（年間）

投資資金の回収に要する年数

注）算出根拠

・現状一…一一……一一…850.7KL（当業船過去5航海の燃油消費実績）

．年間使用燃油代……61,011千円（過去5航海の当業船の実績）

・計画燃油単価一・…・・85,000円/KL

• b.プラス効果・・………・約 17.55%削減効果により、

850.7KL×17.55%×85,000円＝約 12,690千円

②漁獲物の付加価値向上に関する取組の効果

800 

燃油消費量
計

表示器

1,650 28,750 

12,690 

。
12,690 

2.3年

漁獲物の付加価値向上に関する取組A目lの実施には合計で8000千円の導入コスト及び110.5千円

の燃油費の増加が必要となるが、これらの取組によって下表の通り水揚げ金額の向上が見込まれる。そ

のため、約 7.5年で投資資金の回収が可能である。

表：高鮮度化改革案による効果の試算 単位：千円

取組 海水冷却装置 言十

＆導入コスト 8,000 8,000 

b.取組によるプラス効果 中ばち30円／kg、きはだ50円/kgの魚価向上 改革l～3年目合計 2,580 

改革後4年目以降 1,240 

c.取組によるマイナス効果 燃油消費量の増加 l.3KL／航海×85,000円広L 110.5 

投資資金の回収に要する年数 7.5年

注）算出根拠

・bプラス効果……・・…・資料4-4参照
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(5）改革の取組内容と支援措置の活用との関係

漁船漁業構造改革総合対策事業の活用

取組番号 事業名 改革の取組内容との関係

A～J もうかる漁業創設支 遠洋まぐろはえ縄漁船の操業

援事業 による省エネ、省コスト化、高

鮮度化等による収益性の改

善実証試験を実施。

その他関連する支援措置

建造資金については農林中央金庫から借り入れ予定

いちき串木野市母港基地化奨励事業

回航奨励金（上限50万円）

滞船奨励金（I日2万・上限50万）

出漁奨励金（上限50万円）

出入港経費補助（本船上限20万・運搬船上限 120万）

水揚奨励金（上限200万）

(6）取組のスケジュール

①工程表

取組記号／年度

A（漁獲物の品質向上・管理）

B（超低燃費型遠洋まぐろ延縄漁船の建造）

C（省エネ運航の徹底）

D（安全性の確保）

E（船型の大型化による経済的操業の実現）

F（労働環境の改善）

G（資源対策）

H（漁業者自らによる販売）

I（地元地域への貢献）

J（「薩州串木野まぐろプロジェクト」との連携）

26 27 

•, 

事業実施者 実施年度

日本かつお・ま 平成26年度

ぐろ漁業協同 ～28年度

組合

（ 

28 29 30 

~ 

... 

.. 
， 

・．

(-
V 戸

・．... 
.. 
r 

.. 
， 

・．... 
~ 

... 

.. 
r 
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②改革取組による波及効果

・省コスト化の取組によって漁業経営の改善を進めることにより、遠洋まぐろはえ縄漁業の持続的発

展が期待できる。さらに、次世代型冷凍システムの搭載で C02排出量の削減が進むことにより、環

境改善効果も期待できる。

・仕込業者や流通販売業者等の関連産業を支える水産業を基幹産業とする地域全体の活性化が期

待できる。さらに地元地域に対する貢献も期待できる。

4.漁業経営の展望

近年の遠洋まぐろ延縄漁業を取り巻く情勢は、資源状況の悪化による漁獲量の減少及び魚価安に伴う水揚

げ金額の減少の一方、燃料油・資材価格の高騰などにより経営コストが増大し、厳しい漁業経営を余儀なくされ

ている。加えて、肉類と魚肉の価格が逆転して以降、魚食離れが進み、圏内の漁業の衰退、しいては、遠洋まぐ

ろ延縄漁業の存続が望めない状況にある。

計画の実施により、「福ちゃんまぐろ（仮称）」としてのほはだ」並びに「中型めばち」が、一般消費者向けに

「解凍しやすい冷凍まぐろ」として、今まで、とは違った冷凍食材・商品としてとして認知されることにより、水揚げ金

額の増加が見込まれ、収益性の向上が図られることから、今後更に厳しさが増すと想定される情勢下においても

持続可能な漁業となる。

(1)収益性回復の目標

項 目 現状 改革 l年目

収 水揚数量
287 287 

入 水揚げ金額 212,155 212,775 

燃料 費 61,011 59,619 

餌料 費 18,539 18,539 

その他材料費 10,606 10,606 

労務 費 47,311 47,784 

支 修繕 費 20,998 10,000 

転載料 5,181 。
出 その他経費 12,510 12,510 

保険 料 1,565 1,700 

販売経費 2,320 2,341 

一般管理費 12,363 12,363 

【支出計］ 192,404 175,462 

償却前利益 19,751 37,313 

償却前利益累計 37,313 

2年目

287 

213,005 

59,619 

18,539 

10,606 

48,262 

10,000 

。
12,510 

1,700 

2,343 

12,363 

175,942 

37,063 

74,376 

3年目 4年目 5年目

287 287 287 

213,265 213,395 213,395 

59,619 59,619 59,619 

18,539 18,539 18,539 

10,606 10,606 10,606 

48,744 49,232 49,724 

20,000 10,000 20,000 

。 。 。
12,510 12,510 12,510 

1,700 1,700 1,700 

2,346 2,347 2,347 

12,363 12,363 12,363 

186,427 176,916 187,408 

26,838 36,479 25,987 

101,214 137,693 163,680 

（単位：水揚数量はトン、その他は千円）
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［改革計画算定基礎］

現状 当業船の直近 5航海（18年度～24年度）の収支実績を 330日航海に変換して平均を算出し計上し

た。

計画

水揚量

水揚金額

燃油代

餌料費

当業船の直近5航海の実績値の平均値を使用し算出。

当業船の平均単価に、低DO冷海水使用の高品質製品により、水揚げ金額増

l年目増加分 ：メパチ4tx30円/kg＋キハ夕、 lOt×50円／kg=620,000円

2年目増加分 ：メパチSt×30円／kg十キハダ 14t×50円/kg=850,000円

3年目増加分 ：メパチ7t×30円／kg＋キハダ 18t×50円/kg=l,110,000円

4年目以降増加分：メパチ 8t×30円/kg＋キハダ20t×50円/kg=l,240,000円

省エネ対策により使用量 17.55%削減とし、燃油単価を85,000円/KLとして算出。

現状値として算出。

その他材料費 現状値より漁具追加購入制日算として算出。 （ 
労務費 現状値に後継者確保のための待遇改善による増額（5年間毎年 1%増）を加え算出。

修繕費 初航海10,000千円、合ドック 10,000千円、中間検査20,000千円、定期検査20,000千円と

転載料

その他経費

保険料

販売経費

一般管理費

支払利息

した。

独航方式のため転載は行わないので計上しない。 1

通信費、旅費交通費、入漁料、入港経費等に要する費用。現状値。

漁船保険組合試算による同型船（新船）の保険料を適用。

水揚手数料（水揚金額の 1.1%）で算出。

給料手当、旅費交通費、公租公課等に要する費用。現状値。

当該船舶の帳簿価格×1.4%（長期プライムレート）＋保証料0.85%

(2）次世代建造の見通し（償却前利益は改革5年間の平均値を基に算定）

償却前利益

32.7百万円
× 

次世代船建造までの年数

20年

船価
＞ 
650百万円

5.改革計画の作成に係るプロジェクト活動状況

開催年月日 協議会・作業部会 活動内容・成果

H25.7.10 第3回地域協議会 1.実証事業報告（改革型漁船（尾鷲））について

2.改革計画案（改革型漁船（串木野II））について

3.その他

備考

（東京）

18 
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遠洋まぐろ延縄漁業フロジェクト改革計画
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（資料1）改革型漁船の一般配置図

当業船と比較して

従来型1' 31srrl 1,196m II 66m s1sm lOm 

改革型 439m 1,21om s9m 636m ism 2,4s2m 436トン 303トン

t首 減 121m増 74m増 23m増 61m増 sm増 2s6m増 57トン増 12トン滅
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（資料2）改革型遠洋鮪延縄漁船のコンセプト

CD漁獲物の品質向上
（ア）初期冷却中の品質向上
（イ）マグロの処理を“迅速”Eつ“丁寧”に行い品質向よ
（ウ）凍結室・マホーピン魚鱒の採用による品質維持・良質品割合の増加

②超低燃費型遠注まぐろはえ縄漁船の導A
（ア）次世代型冷凍システムの搭載

④安全性に対する取り組み
．予備浮力の増加
．船体の復元性の強化
．減揺装置の強化

・大型波返しによる海水の打込み防止。
．放水口面積の拡大

・作業台上面に滑り止めマットを設ける。

（イ）低燃費型船底塗料の導入
（ウ）省エネ型設備の導入

6 7 

600＂＂” 一一
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8 多

⑦資源管理に関する醍慮

．魚鎗容積の縮小
・才ヲザ－1＼一室の複数設置
－次世代型冷凍システム採用に
よるフロン使用量・総GWP量
の削減（環境対策）
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航海・操業日数の短縮（資料3)

独航方式とする。でつ転載を中止し、ぐ~ 航海日数の短縮により、
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従来の442日航海を、
計画では330日航海と
することで、 5,181千円
転載経費を削減します。
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（資料4) 漁獲物の品質向上への取組み （取組記号A)

品質向上への取組みに関する全体の流れ（コンセブト）

〈

霊璽量
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（資料4-1) 漁獲物の品質向上への取組み①
解凍硬直の発生しないまぐろ （取組記号A-1)

解藻亡やすい高品質「まぐろ」の製造

一般消費者向けの冷凍まぐろの販売、並びに、地元九州地区で冷凍まぐろを地消する為に、

解凍しやすい（＝チヂレが発生しない）高品質のまぐろが要望されている。〆・：・1~ー
（一般的に冷凍まぐろの解凍方法が認知されていない為。） 人、＇ . ; 

' 解凍時にチヂレが発生しない
まぐろが、加工業者の評価が
高い事例があった。

I 
20 

き
は 10' ' 

だ 01-

30 

kg ・101ー「

凍
企士 ・20
II'口

曲 日
線

-40 ~・ー－－＂－四一一＋ー一泊

-SO •司

-60 

ATPが約20%まで減少する時間

10 

チヂレ左iまh 死後硬直が完Tする前l二凍結されたまぐろの特有の現象官ぉ解凍硬直と呼ばれる。
解凍時！こ急速に死後硬竃が始まる現象。

15 

高品質のまぐろの証とされるが、解凍Iご技術を要し、失敗すると身は建くなりドリップが大量I三発生し偽
刺身にはならない。（一般消費者では、解凍に関する知識が必要となる。）

20 時間圃

司哩＝
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（資料4-2) 漁獲物の品質向上への取組み②
初期冷却中の品質向上①（続き）

低酸素（DO）冷海水による品質向上

冷却海水中の溶存酸素を窒素ガスで置換し、 DOをO.Smg/I以下へ！

DO (Dissolved Oxygen）：溶存酸素量

初期冷却海水中には酸素（02）が溶解している。この酸素は、生物にとって無くてはならない物質で、あるが、まぐ

ろを食材製品としてとらえた場合、身肉及び脂質を“酸化”させる厄介な物質と言える。さらに酸素は低い温度で
あるほど飽和溶存酸素量は大きくなり、 26°C（海水温度）と15°C（初期冷却温度）では1.22倍も増加する。． そこで、予冷海水中の酸素を減少させる方法を検討し、身肉及び脂質を酸化させない方法を検討した。

．レ
窒素（N2）は、不活性ガスであり、大気中に一番多量に存在する。また食品の保存冷却にも使用されている物質

であり安全である。しかしながら水には、あまり溶け込まない物質であるが、窒素ナノバブル発生装置を使用する
ことにより、マイクロバブルが溶存している酸素を大気中に放出し、減少させ、ナノ化された窒素を海水中に溶解
させることが可能となり、低酸素冷海水を製造することが可能となった。

窒
素
叫

窒素ナノバブル発生装置

大気中の酸素 02

↓↓↓U↓↓↓  
ζ1・z 《＞z 〈】’z

Oz 〈コ’z 02  ゆ
《》z 正＞z 《）2



漁獲物の品質向上への取組み③
初期冷却中の品質向上② （続き）

（資料4-3)

まぐろ身肉中の赤色色素ミオグロビンの変化と色調の関係

情圃・・・属

鮮赤色

紫赤色

褐色

刺身としての“まぐろ”の色調は、品質管理だけではなく、商品価値（価格）を決定する
重要な要素である。 筋肉1-1-1の赤色色素の主成分であるミオグロビンは、生体では還元型

ミオグFロビ、ンとなっているが生体活動が停止すると酸化が進行しオキシミオグロビンへ変

化する。オキシミオグロビンは、空中又は水中の酸素によって自動酸化されて褐色のメト

ミオグロビ、ンに変化し（メト化）商品価値を落とす。

メト化の速度は、温度・pH・塩濃度・酸素分圧等に影響されるが、実際には温度と酸素
分圧が大きな要素をしめる。具体的には①凍結し温度を－35°C以下にさげるか、②酸素

を遮断する（但し3.3～4.00mmHg付近は逆にメト化しやすい。）
今回の計画では、窒素（Nz）を使用して、初期冷却から凍結・保冷の迄、さらには、解凍
までの間“還元型ミオグロビ、ン”の酸化を最小限に抑え、解凍後に酸化させ“オキシミオグ

ロピン（鮮赤色）＇’に変化させる事で品質を向上させる 。予冷時に“メトミオグロビ‘ン”に自

動酸化することを防止する事で、解凍時に発色の良し、（鮮赤色なまぐろを販売する。

よ甲板平面図

脂質の酸化防止 、

が

ι

機
器
配
置

過酸化物価（POV）の経時変化
-60°C保管-50℃保管

。
。 3 ・

保存期間，.，
3 ・
侵害事期間，.， ＇‘ 保存期間｛周，

lログレーズ処理区（無包車場、企含気包装区唖 芸喜誹

食品産業電子利用技術研究組合「水産加工品の凍結行穏における

ニュー口制御技術の開発」H10年度成果報告書から抜粋

上記表は、脂質酸化に関する表でありますが、脂質の酸化は、
-S0°C以下で継時変化が低下することが解ります。また、真空

包装は脂質の酸化を抑える事もわかります。この為、低酸素
冷海水による初期冷却は、温度と酸素濃度から「脂質の酸化」
を抑制することが可能となり、トロの旨いまぐろを販売する。

J:甲板断面図 作業甲板埋込み式で、冷水槽を設

置。作業性・復原性・作業甲板の

スペース等を犠牲にせず、海水
クーラー等の必要機器を専用区

画に収納させ、海水から守り、維
持管理を簡素化。 一ー

8 



（資料4-4) 漁獲物の品質向上への取組み④
初期冷却中の品質向上③ （続き）

地元九州地区で一番好まれてい
る「きはだjを、高品質製品として
付加価値を向上させて販売します。

現状 1年目・製品50% Z年目・製品70%

項目 釣獲

比率 トン数 トン数 単価 金額｛千円｝ 卜ン数 単価 金額｛千円）
q品

メパチ 40上 60 172 172 950 163,40( 172 950 163,400 

4 780 3,12〔 5 780 3,900 

メI＼チ 25上 4 11 4 750 3,00〔 3 750 2,250 

3 750 2,25〔 3 750 2,250 

” 3，一9一0一寸a メパチ 15上 2 E 6 650 3,90( 6 650 
γ 

メパチ 10上 1 3 3 550 1,65( 3 550 J.,65q 

10 700 7,00〔 14 700 9,800 
戸田島町

キハダ 25上 10 2S 10 650 6,50〔 6 650 

9 650 5,85( 9 650 5,850 

キハダ 10上 2 6 600 3,60( 6 600 3,600 

トンボ 1 司 3 250 1,05( 3 350 1,050 

その他 20 57 57 400 22,BOC 57 400 22,BOC 
~ 

高品質まぐろ合計 14 10, 120 19 13, 700 

’‘ 
司 F

総合計 287 287 212,775 287 213,005 

※ 生存率を70%として計算

加工素材として棺対での販売なる「中型めばちJは、一般向けの食
材となる為、高品質製品として付加価値を向上させて販売します。

さらに、「大型めばちjに関しても、販売時に高品質製品が、認めら
れるかどうか、試験的に漁獲の一部を高品質製品として製造し販
売を試み、将来の流通販売促進に向けチャレンジします。

3年目・製品90% 4年目・製品100% 5年目・製品100% 25上のめばち11トンの肉、活
きて釣り上げられる量は約8

トン数 単価 金額l千円｝ トン数 単価 金額l千円｝ トン数 単価 金額｛干円1

172 950 163,400 172 950 163,40C 172 950 163,400 

7 780 5,46C 8 780 6,240 8 780 6,240 

1 750 75C 。 750 。 。 750 。

3 750 2,25C 3 750 2,25( 3 750 2,250 

3,90C 6 650 6 650 3,9DC 6 650 3,900 
¥240,000・

水揚If金額が向上。
3 550 l,65C 3 550 l,65C ヨ 550 1,650 

18 700 12,60C 20 700 

2 650 l,30C 。 650 
14,00C 20 700 

〔 。 650 
14,000 

。＼ 
25上のきはだ29トンの肉、活き
て釣り上げられる量は約20トン

9 650 5,85C 9 650 5,850 9 650 5,850 

6 600 ヨ，60C 6 600 3,60( 6 600 3,600 
この約20トンを最終的に高品
質きは』

3 350 l,05C 3 350 1,05( 3 350 1,050 

57 400 22,BOC 57 400 22,80( 57 400 22,800 

25 18. 06( 28 20, 24( 28 20. 240 

287 213,265 287 213,395 28干 213,395 

.. "¥1,00'01000・

水揚げ金額が向上。

9 



（資料5) 漁獲物の品質向上への取組み⑤
マグロの処理に関する品質向上 （取組記号A-2)

マグロの処理を“迅速”且つ“丁寧”に行い品質向上を目指す。

釣り上げたマグロに電気
ショックを与え仮死状態に
する。

1.豹獲から冷却開始までの時間を最短にする事

2.釣り上げるときに魚体を暴れさせない事

3.甲板上で魚体を“丁寧”に取扱う事

4.解体時iこ、包Tの取り扱いに注意する事

.~ ＼かに早く魚体の芯まで凍結させる事

｛ 解体・脱血・洗浄 ！ 
神経破壊を行い、瞬殺する。
心臓近くと尾部の血管を切断
し血抜きを促す。鰭・偲・内臓

を除去する。高圧洗浄機にて
脱血と魚体を洗浄する。

マグロに外的・内的なストレスを与えないことが、品質を総合的に向上させる一番の要因。

10 



（資料6-1）漁獲物の品質向上への取組み⑥

凍結ファンのインバータ制御 （取組記号A-3)

、~A=戸

支L

[ イシ~ータ無 ） 

凍結室の扉を開けると約10m/sで冷気が室外へ吹き出す。

~ 

インバータ付

ドアスイッチと連動する事で、インバータへ自動的に減速運転を指示。凍結
ファンの回転散を落し風速を0～0.5m/sに抑えることで、凍結室外へ冷気の
噴出を防ぐ事により、涼結室内の温度を一定に保つことで、製品の品質劣
化を防止する。

ドアスイッチ

富岡瞳覇目撃型書

11 



（資料6-2）漁獲物の品質向上への取組み⑥
マホービン魚槍の導入 （取組記号A-4)

マホービン魚槍の導入により漁獲物の品質劣化が防がれるζ

較
一

浩

比
一
目
一虻

の
一
一

川

ム

一
項

一
即

一ア

一

日凪

ス
一

ゆ

ン
一

体

－

倉

ヘアピンコイル冷却方式

温度制御 温度制御しにくい

大きく、船齢が増すと乾燥品がでる傾向がある 非常に少ない（±0.5°C以内）

可能、クーラ出口温度換算で±0.2℃lこ制御可能

EU対応

魚鎗容積

ヘアピンコイル聞に鰭等が挟まり、洗浄に手聞が掛かる

槍肉表面は木質であるため何らかの処理が必要

従前通り

凹凸が無く洗浄が容易

鎗肉表面は鋼瓶、アルミ板で構成され対応可

洗浄性

通常の魚胎内

床と壁下：鋼板
天井と壁上：アルミ板

床と壁：鋼管
天井：アルミ管

マホービン魚槍内
12 



（資料7）次世代型鮪延縄漁船超省エネ化への取り組み（まとめ）

超省エネ項目と燃油の増減について

匝望 取り組み内ム i 置醒彊匝遍・．．．． 
B-1 次世代型冷凍システムの搭載 A.49. 9 A.5. 86 

巳－2 超低燃費船底防汚塗料の導入 A.27. 8 企3.27 

B-3 SGプロペラの装備 企14.8 企1.74 

B-4 魚鎗防熱構造の増厚化 A.8. 0 A.O. 94 

B-5 LED照明装置の導入 A.7. 1 A.O. 83 

B-6 ；東常吉ファンのインバータ制御 A.5. 4 A.O. 64 

c 省エネ運航の徹底 企48.8 A.5. 74 

｜ 合計 ! I 圃llll[Dml彊llllHDI週
年間燃油消費量比較表

－盟E霊ヨ・・・・－圏・・燃油消費量（KL／航海） 850. 7 701. 4 企149.3 

13 



（資料8）改革型漁船の省エネ設備配置図（取組記号B,C) 

I 8-5 LED照明装置の導入 ｜ 

次世代型冷凍システぶの搭載

B-3 

B-6凍結ファンのインバータ制御

B-1 マホービン魚臓の導入

B-4魚鰭防熱構造の増厚化
14 



（資料9-1）次世代型冷凍システム①（概要）（取組記号B-1)

－羽・・...姐町2・.. 
~ ~ 7;,.唱~，‘’脳・t・

圃置量~.，...~ニア

1 .温暖化係数の大きなR23を使用するが、使用量を約1/20と最小化しつつ、約25%の省エネ。

メリット
2.冷媒の補充費用は約70%減、総温暖化係数も約62%減と試算され環境に優しい。
3.冷凍装置のユニット化により、自動制御が可能なため運転及び保守管理がしやすい。
4.マホービン方式の冷風循環によって庫内温度の温度ムラが小さい。
1 .魚槍肉を2霊化するために、冷風循環部のスペースが必要となり魚鎗容積が約5%減少する。

デメリッ卜 2.冷凍設備用機器の増加により、機関室のスペースが増え、魚鎗容積が減少。
3.従来型冷凍システムと比較して、イニシャルコストが増大する。

15 



（資料9-2) 次世代型冷凍システム②（二元冷凍システム・マホーピン魚店倉）（続き）
1 .二元冷凍システム概要
より低い温度を達成するために、2種類の冷媒を別々の冷凍機を用いて冷却する方法として、既に陸上のまぐろ冷蔵庫やまぐろ
輸送コンテナーの冷凍装置として広く使われている。

2.二元冷凍システム特徴
－システムの効率が良く陸上のまぐろ冷蔵庫では従来の冷凍システムより約30%以上の省エネを達成している0
・ユニット化が容易で且つ自動制御が可能なため運転及び保守管理がしやすい。

－冷媒の組合わせにより、多様な温度帯に対応可能。

従来の2段圧縮亘接膨張式
二元冷凍・アンモニア凍結循環方式

フレオンR22

tf V冷凍機 ~ 
~臓器［〕

3.マホービン魚槍概要

二元冷凍システムの仕組み

①高元側冷凍サイクルのアンモニアを蒸発させて
低元側冷凍サイクルの R23高圧高温ガスを冷やす。

↓ 

②低元側冷凍サイクルのR23を蒸発させて液体ア
ンモニアを冷やす。

↓ 

③冷やされた液体アンモニアを魚騰、凍結庫へ循
環蒸発させて超低温まで冷やす。

魚槍の壁を二重構造として隙間（冷風循環スペース）を設け、この隙聞にクーラーで作った冷風を循環させることで魚鎗全体

を冷却する方法。この隙間（冷風循環スペース）がマホービンの断熱部に見えることから名付けられた。

防熱層

冷媒

冷風循環スペース

マホービン魚贈冷却システム

Ii 

． 
－ 

， 

冷風循環スペースで魚槍を包込み、
全体をムラなく冷やすシステム。

16 



（資料10）超低燃費型船底防汚塗料の導入（取組記号B-2)

燃油消費量を3'..43)7,3削減

特徴
従来の外板塗料よりも表面粗度を低減させ摩擦抵抗を減少させる。さらに、その小さな凹部に海
水を捉え凹部を海水により平坦にする（WaterTrap Layer）ことにより、外板上の水の流れがスムー
ズになり、抵抗を減少させる。この原理を進化させることにより第2世代の低燃費塗料＝超低燃費
型船底防汚塗料を開発され、本計画に採用する事により、従来よりもさらに燃費を低減させる。

Water Trap Layerシステム

現行の外叡局鏡止めii料 rNOA1シリーズ 表面の凹凸の状態

WaterT悶pLover 

NOA lOF NOA A/Cit 

J’ • 発展型のrl':'.JOAレオ』 シリーズ

NOA lOFレオ NOAA/CUレオ

入苦言直前の段階 17 



（資料11) SGフロペラの装備（取組記号B-3)

従来型プロペラ

プロペラ翼の形状の
み改良したので、
・プロペラ取付方式
．保守管理

~ 

翼萄！の形状のみ｝改良

ーー従来型

半径比 （R/ROl

SGプロペラ

0 10 20 30 40 50 

スキュ一角（deg) 

／＼フ、渦が強くなるとキャピテーション（気泡）
になり、舵の損傷や燃費悪化に繋がる。
プロペラ翼形状の改善のみで、ハブ、渦
を消滅させる事がで、きた。

1500 

1400 

1300 

1200 

1100 

~1{)00 

soo 
ι 昌 oOO

700 

600 

$00 

400 

300 

11 

省主皐Jレギー晶化
499GT貨 稿 信 芳1型ヨー

ロ 柑串年ムttd

m 世主!l<:i s相
ロ 守支持三重t c祖
" s Gプ ロベラ
一ー世車型 平均埠

自由自 SGプロベラ 平均3・

1Z 13 14 
Vs (kti 
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B.し

（資料12）魚槍防熱構造の増厚化（取組記号B-4)

c_＿，＿門（

主i裂 ~I霊
~Iぎ 民｜ぎ ｜ よ旦藍

ゑ_fl怠

①NQl魚鱗天井部を従来船よりsomm±首厚
化→侵入熱量17%減少

」E 旦苧＝－－一回一－一
②NQl及び、NQ2魚槍舷側部を従来船より25
mm±1首厚化今侵入熱量10%減少

急鎗断面図

断熱性能に優れたグラスウールと気密性の高いポリウレタンを厚くする
ことで、侵入熱量が減少する。
保冷効果が高まり、冷凍機の消費電力を7.1%削減できます。

19 



（資料13) LED照明装置の導入（取組記号B-5)

L~E>電球の基本性能

1.消費電力が減少
白熱電線の約1/7ヘ減少し、併せて、
発熱量も大幅に減少するo

2.長寿命
約40,000時間と白熱電球の40倍。

LED電球使用のメリット

－従来の白熱球を、 LED電球に交換し、燃油消費量を大幅に削減。

－ーニーーーーー－＇－－ー』

・発熱量の減少により、冷凍機負荷及び空調負荷が減少し、さらに省電力化が可能。

・LED電球の長寿命を生かし、交換作業が困難な魚鎗・凍結室関係・暴露部通路・船

首尾倉庫に設置し、交換の“手間”を削減。

・同様に長寿命を生かし、予備品が数量が削減され、維持費用・倉庫スペースを有効

活用できる。
LED電球 20 



（資料14）凍結ファンのインバータ制御（取組記号B-6)

※凍結ファンは、 2昼夜（48時間）で運転される。

現状：
魚体中心温度が－55°Cに達していても、

ファンは常時一定動力で運転されてい
る為、無駄な電力が消費されている。

インバーター付き凍結ファン
凍結ファン

戸~インバータトー 由i I¥ 
; －“平一一l j口-x

川 官V~I

｜叫l・J:.＂ラ Ii ＇~to＂＇ン （
旬ι」 E I 

宵拐，， fl同J

, .•• t.一一． ! 
職 始動器 」聞'""o--i.-!インバー牛ιー一一ーーー一一ー一一J （ 

；刺主主 .! 
計画：
変化する室内温度に応じて、ファンを調

節する事で無駄なエネルギー消費を削
減できます。

インバータ制御による消費電力の差

♀5.000 

インバーターとは・・．
一種的に毛ーターの鴎五教は、橿数と電源の周波数
の関係で変更する事が出来なかった。
インバーターの出現iζより、自由に回転数を套更する
ことが可能となり、Fファンjやrポンプj類で式幅な省エ
ホ効果航期待できる。
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最適否転 従来運転

唯）海洋水産シみム協会より 21 



（資料15）省エネ運航の徹底（取組記号C)

項 目 現 状 • 減速運転 効 果

航海時速力
11. 0ノット 10. 7ノット 0. 3ノット減速

（往航、復航、適水）

操業時速力
11. 0ノット 10. 5ノット 0. 5ノット減速

（投縄、潮上り）

主機関燃油消費量 449. 47KL／航海 400. 67KL／航海 企48.8KL／航海

発電機関燃油消費量 401 23KL／航海 401. 23KL／航海

合計燃油消費量 850. 7KL／航海 801. 9KL／航海 企 48.BKL／航海

燃油消費量削減率・・・合計燃油消費量に対し：ム48.8KL／航海÷850.7KL／航海＝5.74% 

漁船の運行中において「主機回転数・
燃費量Jr補機電力・燃費量j「燃費残
量j等をリアルタイムに表示できる。

22 
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（資料16）安全性の確保 （取組記号D)

大型波返しで海水
の打込みを防ぐ。

十分な数の排水
口で、作業甲板の
排水性を良くする。

大型ビルジキールを
設け、横揺れ防止。

船尾部の予備浮力
を大きくする。

作業台上に滑り止め
用ゴムマットを敷く。

大型スラブキールを
設け、横揺れ防止。

23 



（資料17）経済的操業の実現（取組記号E)

船裂を大型化する事で、燃油調達方法の合理化を図る。

積トン数

魚鎗容積

燃油槽容積

ン

3m
3m

l
小

8

7

E
』

－

n
v

Q
V

引

－F
h

．u
2

ン
一3m
3m

L
Z

寸
1

ハu

q
U
F
O

q
u
 

ω

4

3
 

12トン減

4 7m減

33凶増

魚鰭容積を増加させず、 燃油槽を約10%拡大させ、

内地の低価格燃料の有効活用により、操業効率の向
上を図る。

船型の大型化（379翠持409型lのぷ！｝~ト－？.-T.刈ツト
メ1）：‘Yト（燃油槽拡大以外｝・・・ -> 

従来型冷濠装置に比べ、占有スヘモニスが増元する次世代型掃
諌シスヂ~の採潤が可能。居住区の拡充。安全性の向去。
デメリット・・・撚斜使用量の増大口.47%噌）

省エネ型漁船の導入 燃油槽容積の拡大

+ 1379トン型から436トン型へ大型化する事 lー
により、燃油槽容積が291rrlから33orrl －ー
に拡大する。内地で燃油をより多く補給し、
単価の高い洋上の補給を減少させる。

t 低価格の燃油補給
洋上より約10,000円安い、内地
の低価格な油巷33KL多く補給

支金事で、燃油代の削減を図る。

次世代型冷凍システムの採用により冷媒ヨストを圧縮する0

! 20年間の冷媒費用の試算 I 

・初期チャージ!till ・20i手間繍充愛用

2種類の冷凍機と、 2種類の冷媒を使用するこ元冷
凍装置と壁面を二重構造にし、内層と外層の聞に
冷気を通風するマホービン魚騰を組み合わせた「次
世代型冷凍システムJを導入する事によりフロン系
冷媒使用量を従来船の1/20（こ減らして、 20年間
の冷媒費用を70%以上削減する。

約73.2%の削減

¥3,915,000 

R23州 H3（二元システム｝ 24 



（資料18-1）労働環境の改善①（生鮮野菜の供給システム導入）
（取組記号F-1)

船上では、出航後2～3週間しか生鮮野菜（特に葉物）が食べられません。

そこで、水耕栽培システムを導入し、常時乗組員が新鮮野菜を摂取し、

健康維持管理aストレス解消をするために導入致します。

水耕栽培システムの導入
レタス、小松菜などを約35日で栽培、
新鮮野菜を常時供給可能に。



（資料18-2) 労働環境の改善②（居住環境の改善）（取組記号F-2)

計画飴C定藁2ヰ名）

1人部屋・・・10室
2人部屋・・・7室

高さ ：~盤面＝
1人当り床面積：L盟主昼
寝台：1:90em~ 70cm 

l2店長比較）

①浴室 ②シャワー

③大便器

｜ 浴槽 シ作 大便器洗面所

トイレ・洗面台やシャワーを増

やすと共に、広くて清潔感のあ

る設備で、快適な船上生活
提供する。

26 



（資料18-3）労働環境の改善③インターネット環境の整備（居住環境の改善：続き）

一ーー一一一ーー一－t－一一ーー一－－－ーーー一一ー－ーーーー園田冒噛困問圃ゐ圃園町圃圃圃ー・圃圃ー園田園－－－－
M ・・園聞園田四宮司「ー一一一一ーーー一回一ー一回ーーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーーで「一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

a寺中市高 温a副 溢』孟週中国旨巨昌 也 店 租目白店副遁届白樋晶E Z唱＝中ヂ a 日＝・ー＝ o耳 詞 日直店日菌培..両日 目 ＝ ι

1j － ーー 云云当

国ーー一－ーーーー...，ーーーーー司ーーーーーー一回ーーーーーーーー一ーー一一ー咽ー－ーーーー国』ーゐ喧ーー一ー－園田園田ー・ー

上甲板上部員居住区
航海甲板上 士宮居住区

J~~ 牛近：く離れて生活する家［族との也ミ：ユニケーションの場を作ります。
：~·i=；：擁~－~＇：－fL，~~·
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（資料18-4) 労働環境の改善④（メンテナンス作業・機器監視業務の低減）
（取組記号F-3)

従来の冷凍機器配置例

28 



（資料19-1）資源対策①（魚槍容積の縮小）（取組記号G-1)

／／／  当 業 船 改革型漁船 ｛薦 考

11•1’iひ} ト ノ、 数 379トン 436トン 57トン増

魚鱗容積（ベール） sosm 461 m 47m減

積 ト ン 数 315トン 303トン 12トン減

瓦「晶E、 員 22名 24名 2名増



（資料19-2)資源対策②（オフ、、サゃーハゃ一室の複数設置属地球環境対策）

（取組記号G-2)

船尾楼甲板上居住区 M.ぷ封一二ιニニー－~，.，.よ 二二Jて三三宝三二三竺主二」凶E~I 航海甲板上居住区

＝ニι－＇＇＇＂・一一一一一一 一一一一一一一ニニ二二司ご
r一一？吋ー~..以i!-::< ~－ 二h

て

I
l
i
a
－

υ
 

一
－ル」
法
一
環

一方
一
．
M

戸
畑
一
迅

孟
古
一
管

つ
；
一
源

I
L
資

※自主的に資源管理に取組みます。

－不在時は休息室として

オブ、ザーバ一室のイメージ図

オゾン層破壊係数の比較 総：＇GWPの試算

20年間の総GWP{Ton-C02）誤算

約6＜出の削減

R22 （従来シλテム｝ R23+NH3 （二元システム｝

ニ ニ品目Z 有、

2種類の冷凍機主、2種類の冷媒（R23+7ンモニl)

を使用する「二元冷凍システムJを導入する事l二

よりフロン系冷媒使用量を従来船の1fl旦に減
らし、 20年間の総GWPを飽皇室盤削減する事宅、

環境負荷ω低減を図る。

ODP（オゾン層破壊係数）とは・．．

大気中に放出された単位重量の物質が、オゾン層に与える破壊
効果をCFC-11（トリク口口7ルオ日月ン）を1目Oとした場合の相対値

GWP（地球温暖化係数）とは聞．．

二酸化炭素を基準に、他の温室効果ガスがどれだけ温暖化。ハ
する能力があるか数値化したもの。 uV  



（資料20）漁業者自らによる販売①（取組記号H-1)
｜従来の販売ルー川 崎

11+ 
洋上転載又は本船入港＝争清水・焼津・三崎にて水揚げ

＼計画の販売ルーい

新しし、

販売ルード

｜｜ 

大手・ー船買い業者
市場 軍



（資料21）漁業者自らによる販売②（トレーサビリティの導入）（取組記号H-2)

「薩少N串木野まぐろ」とは！！
地域フランドとして、串木野地区並びに鹿児島地区しいては、九州・沖縄地域全域に
向けて、安心・安全な食材として生産し、地元消費者の皆様においしく食して頂ける
よう販売すべく、現在鹿児島まぐろ船主協会を中心に、いちき串木野市や有識者と

「薩州串木野まぐろプロジェクトjを発足させ詳細を策定中でありますo

魚体ラベル案

「福ちザんまぐろ」

品質管理データシート

船 名十 第OOF丸
所 属｜ M水産

魚局《 種i二Y：予ハダ
魚体番号

京芳妄
漁獲時期

漁場
水揚げ港
重 量I 3o.7kg 

備考’

福ちゃんまぐろ

生産者
船名
漁労長

漁獲時期

漁場
水揚げ港

魚体番号

（仮称）

M水産
第OOF丸
ムム ムム
平成24年7月
太平洋

清水港

58Y -001 

魚体ラベルの貼付をはじめとし、地元での販売やイベントには、生産者
情報の開示に努め、消費者の皆様に安Iむして食して頂けるよう努めます
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（資料22）地元地域への貢献（取組記号I)
「地元小学校代の」出前’授業JF」60℃；令麗庫体験」「地元のイベシトjヘ
積極参加し基幹産業である鮪延縄漁業への同興味を掘り起こす。
地元加工業者ぺ未利用部位を研究提供し、地元特産品の開発に協力！！

まぐろフェスティバル

地元祭りへの協力

．地元の活性化

・延縄漁業への興味発掘

．試食による魚食の発展

福ちゃんまぐろ
（仮称）

の地元販売

地元特産品の

開発協力

マグロしゃぶ

地元小学校での出前授業

．食育への協力

・延縄漁業への興味発掘

ごう：？？二七湾ぐろハー グ33



いちき串木野市母港基地化奨励事業

回航奨励金（上限50万円）
j帯船奨励金（1日2万・上限50万）

出漁奨励金（上限50万円）出入港経費補助
（本船上限20万・運搬船上限120万）

水揚奨励金（上限200万）

最
終
目
的

いちき串木野市の活発化

マグロ延縄漁業・関連事業の発展
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